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○○県では、精神障害にも対応した構築支援事業を取り組むにあたり・・・

平成30年度 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業
第２回アドバイザー・実施自治体担当者 合同会議「事前課題」シート

患者さんの声、
地域移行関係職員の心意気を反映できる圏域

富山県
モデル圏域 新川圏域

新川圏域では、精神障害者の地域移行に関する地域の課題や効果的な支援の検討、精
神医療保健福祉関係者が相互の役割を理解し連携を深め地域支援ネットワークの推進を図
ることを目的に、新川地域自立支援協議会精神部会等を協議の場として、研修会や事例検
討会等を実施している。
平成28年度は入院患者の退院意向調査、平成30年度には病院看護師等の退院支援意識

調査を実施し、圏域の課題や効果的な支援を検討し、精神障害者の地域移行・地域定着の
より一層の推進と関係機関と協働した体制づくりを行う。



2

新川圏域

１ 平成３０年度の達成目標と現時点での進捗状況

平成30年度の達成目標 現時点での進捗状況

１．代表者レベルの精神医療保健福祉関係
者連絡会議等での、客観的データの提示や
地域課題の明確化、多職種の参画の定着
化を図る

・精神科病院に対する協力要請
・精神科病院との調整
・代表者会議は平成31年1月頃開催予定
（病院看護部長、相談支援事業所の参画）

２．実務者レベルの新川地域自立支援協議
会精神部会と代表者レベル会議との連動の
定着化を図る

・新川地域自立支援協議会精神部会研修会の
開催（新川医療圏の精神医療保健福祉の現状
説明、広域アドバイザーの講演）

※関係者・住民等への事業の普及啓発のため
地域精神保健福祉推進協議会研修会と共催
・新川地域自立支援協議会精神部会連絡会の
開催（密着アドバイザーの参画）
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新川圏域

２ 圏域の取組における強みと課題

【特徴（強み）】
・代表者レベルの精神医療保健福祉関係者連絡会議（圏域連携会議）や実務者レベルの新川地域自立支援協議会精神部会等を開催し、
医療計画（精神疾患）・障害福祉計画（精神）の策定・推進を含めた地域支援ネットワークの推進、地域の課題や効果的な支援について
広域的に検討している。

課題 課題解決に向けた取組方針 課題・方針に対する視点別の認識（取組）

・圏域における精神医療関
連指標の継続的な評価や
地域課題の抽出、精神科
病院の現状の把握、精神
障害関連資源の把握等が
必要である。
・入退院支援に係る取り組
みは、関係機関の連携が
必要である。

・精神医療保健福祉関係者連絡
会議や新川地域自立支援協議
会精神部会等を活用し、効果的
な取り組みや体制づくり等を行う。
（病院や地域移行関係職員の情
報共有や役割分担等）

行政側
・精神医療保健福祉関係者連絡会議の効果的な取り組みや
運営

医療側
・精神科病院長と病院の構造改革の見直しについて協議
・平成30年度においては、代表者レベルの会議に看護部長も
参画予定

事業者側 ・平成30年度においては、代表者レベルの会議にも参画予定

関係機関・住民等
・住民への普及啓発として地域精神保健福祉推進協議会等と
の協働

※指標設定が困難な場合は、代替指標や定性的な文言でも構いません。

課題解決の達成度を測る指標 指標の設定理由 現状値
（第1回会議時）

現状値
（今回）

目標値（H30）

①ストラクチャ－（精神疾患に対応し
た相談支援事業所数）

地域移行・地域定着
の推進

6か所 6か所 9か所

②プロセス（地域移行・地域定着・ア
ウトリーチ支援による対応事例数）

重点的な取り組み
地域移行0人・地域定
着1人、アウトリーチ1人

地域移行0人・地域
定着1人、アウト
リーチ1人

地域移行2人・地域定
着2人、アウトリーチ2
人

③アウトカム（長期入院患者数） 圏域の客観的数値 206人（H28.6月時点）
0人 13人（地域移行を促

す基盤整備量）
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３ 病院（医療機関）との連携状況

新川圏域

開催月 内容等

6月
【精神科病院に対する協力要請（2か所）】※院長、事務長、看護部長、精神保健福祉士

⇒各市町障害福祉計画における目標設定、精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支
援事業、地域移行候補者のリストアップなど

7月

【新川地域自立支援協議会精神部会】
⇒入院患者の退院支援に関するアンケート結果報告、各市町障害福祉計画における目標設定、

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業、退院支援プログラム、圏域の
課題の共有及び実施計画など

7月
【新川地域自立支援協議会精神部会研修会】※地域精神保健福祉推進協議会研修会と共催
⇒新川医療圏の精神医療保健福祉の現状説明、広域アドバイザーによる講演、密着アドバイザー

（3名）の紹介など

9月
【精神科病院との調整（2か所）】※看護部長、精神保健福祉士
⇒地域移行を進めるための課題と対応、地域移行候補者の概要、アドバイザーとの調整内容など

10月
【新川地域自立支援協議会精神部会】※密着アドバイザー（3名）参画
⇒地域移行を進めるための課題共有と対応方法の検討、地域移行対象事例の選定、今後の実施

計画、密着アドバイザーの助言など
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４ 現時点での課題・悩み

新川圏域

課題 悩み

・地域移行に対する病院経営者及び退院を決
定する主治医の理解
・病院の地域移行において統一したパスやプ
ログラムの確立
・病院関係者に対する地域の社会資源の理解
・相談支援事業所の早期介入
・地域移行支援事業の件数の増加

・病院経営者及び退院を決定する主治医に
対する研修のあり方

・院内における地域移行における進め方、
研修内容等のあり方
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